
別記第１号の６様式

研修カリキュラム表（行動援護従業者養成研修課程　　通学）

 

計　２４　時間 計２４.５時間

実践報告 ０．５

研修の意義 １．５

危機対応と虐待防止に関する演習 １ 関係機関との連携 １

追加カリキュラム

環境調整による強度行動障害の支援に関する演
習

３ 手順書の作成 ３

記録に基づく支援の評価に関する演習 １．５ 記録の分析と支援手順書の修正 １．５

行動障害の背景にある特性の理解に関する演習 １．５ 特性の分析 １．５

障害特性の理解とアセスメントに関する演習 ３ アセスメントの方法 ３

行動障害がある者の固有のコミュニケーション
の理解に関する演習

３

チームプレイの基本 １

強度行動障害の理解 ２

演　　習（１４時間） 演　　習（１４時間）

基本的な情報収集と記録等の共有に関する演習 1 基本的な情報収集 １

強度行動障害と生活の組立てに関する講義 ０．５ 実践報告 １

追加カリキュラム

強度行動障害がある者へのチーム支援に関する
講義

３

支援を組み立てるための基本 ２

組織的なアプローチ １

強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎
的な知識に関する講義

５

行動援護とは ０．５

チームプレイの基本 １

支援のアイディア １．５

事業者名　社会福祉法人調布市社会福祉協議会

講　　義（１０時間） 講　　義(１０．５時間）

強度行動障害がある者の基本的理解に関する講
義

１．５ 強度行動障害の理解 １．５


